
小田原市スポーツ施設の方向性

○既存施設の方向性

体育館 1996 28
▪経年による、施設・設備の劣化・破損（冷温水機の故障等）

▪老朽化（和式トイレや旧式のスポーツ設備）
長寿命化を基本としつつ、スポーツ振興の重要拠点として、「する」・「みる」機能を強化する。 基幹拠点 長寿命化

陸上競技場 1955 69

▪公認継続のための定期的な審査と改修及び２種公認の必要性

▪経年による施設・設備の劣化

▪トラックとフィールド競技による相互利用

公認競技場を継続するとともに、大会・興行等に対応するための「みる」機能を強化する。

築年数を考慮し、長寿命化ではなく、改修・更新を前提に対応する。
交流拠点 機能改修

1997 27

▪人工芝の大規模なメンテナンス

▪スポーツ設備の劣化・老朽化（スタンド・スタンド屋根・ベンチ等）

▪バリアフリー（パラスポーツ）への対応

計画的な設備改修により、施設の長寿命化を図る。 交流拠点 長寿命化

1955 69
▪経年による、施設・設備の劣化

▪クレーコートのメンテナンス

利用環境の向上としてコートの改修や施設を必要最小限で改修する。

築年数を考慮し、長寿命化ではなく、改修・更新を前提に対応する。
交流拠点 機能改修

1989 35 ▪経年による施設・設備の劣化 暫定的な維持・修繕による延命を図りつつ、城山庭球場の改修後に統合する。 地域拠点 機能移転

弓道場 2005 19
▪史跡内等による制約

▪経年による、施設・設備の劣化
現状の状態を維持しつつ、史跡外の適地への設置を検討する。 交流拠点 機能改修

プール 1970 54
▪経年による、施設・設備の劣化・破損（Cプール・ポンプ等）

▪今後の方向性の検討

現状の状態を維持しつつ、致命的な損傷が発生した場合は閉場する。

閉場した際は周辺環境に適した施設へ。

ニーズによって新たな施設の適地への設置を検討する。

地域拠点 機能移転

1974 50
▪河川冠水による被害と復旧に係る期間・コスト

▪河川区域による制約
現状を維持しつつ、冠水による復旧期間の短縮化や復旧期間中の代替施設を検討する。 交流拠点 長寿命化

1977 47
▪実施競技の制約

▪青果市場用地
利用環境の向上を図る。 地域拠点 機能改修

1990 34 ▪大人のサッカー利用時の面積不足
必要に応じてスポーツ広場の拡張を実施するとともに、駐車場を増設する。

総合公園の位置付けを見直し、効率的な維持管理を図る。
交流拠点 機能改修

野球場 1990 34 ▪経年による、施設・設備の劣化
計画的な維持・改修により、施設の長寿命化を図る。

総合公園の位置付けを見直し、効率的な維持管理を図る。
交流拠点 長寿命化

1977 47
▪河川冠水による被害と復旧に係る期間・コスト

▪経年による、施設の劣化と河川区域による制約
現状の機能を維持し、致命的な損傷が発生した場合は移転を検討する。 地域拠点 機能移転

1965 59 ▪沿道の維持管理 より快適にサイクリングやウォーキング等ができるよう、利便性を向上する。 地域拠点 機能改修

2023 1 ▪現状の課題はない
計画的な維持・改修により、施設の長寿命化を図る。

総合公園の位置付けを見直し、効率的な維持管理を図る。
地域拠点 長寿命化

○新規施設の検討・方向性

アーバンスポーツ ー ー
▪市内に存在しない

（利用者のニーズはあるが、専用施設がない）

安全な利用環境を確保するために、市民ニーズを踏まえ、公有地を中心に設置を検討する。

（上府中公園噴水広場の暫定利用環境の向上を図る）

生涯スポーツ ー ー
▪市内に存在しない

（利用者のニーズはあるが、施設がない）
健康増進や多世代交流を促すために、市民ニーズを踏まえ、公有地を中心に設置を検討する。

武道・弓道

・プール
ー ー

▪小田原市スポーツ会館の施設・設備の劣化・老朽化

（（一財）小田原市事業協会の運営）

相応しい機能・規模を検討し、将来的には適地があれば移設していく。

（小田原市スポーツ会館は、老朽化に伴う施設改修を行いつつ、当面は現機能の継続）

テニスコート

小田原テニスガーデン

城山庭球場

小峰庭球場

施設分類 施設名 整備年 築年数 主な課題

酒匂川左岸サイクリング場

上府中バスケットコート

スケートボード場

小田原アリーナ

御幸の浜プール

城山陸上競技場

施設の方向性 利用特性 整備方針

その他

城内弓道場

運動広場 鴨宮運動広場

酒匂川スポーツ広場

パークゴルフ場

複合武道場

（主に小田原スポーツ会館の代替）

上府中スポーツ広場

小田原球場

酒匂川サイクリングコース
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